
平成２２年５月２７日 

 

《よこしん》『エコ活。キャンペーン』 
－企業市民として、「エコ活。」の輪を広げていきます！－ 

 

 横浜信用金庫（横浜市中区尾上町 2-16-1 理事長 斎藤寿臣）では、ＣＳＲの一環として横浜市やＮ

ＰＯ法人と連携し環境への取組みを強化していきます。地域にエコの輪を広げていくため、横浜市が

推進する「Yokohama エコ活。」※1 のコンセプトを取り入れた『エコ活。キャンペーン』を６月１日

から展開します。 

 

 

◆職員一人ひとりが『エコ活。』 

『エコ活。宣言』で、身近なエコ活動を実践 

 地域金融機関の職員として、また地域住民の一人として地域の環境について考えるため、職員一人

ひとりが「エコ活。宣言」を行い身近なエコ活動に取り組みます。「アイドリングストップを実践し

ます」「電気をこまめに消します」などの「エコ活。宣言」を書いたカード※2 を身につけて業務に

あたり、実践します。 

 

 

◆地域金融機関として『エコ活。』 

環境金融商品『横濱 ECO チャレンジ 2010』販売（詳細は別紙をご覧ください） 

 横浜市の都市緑化事業に協力する目的で、環境に配慮した定期積金「横濱 ECO  チャレンジ 2010」

を販売します。定期積金の期間 3年ものの店頭表示金利に＋0.08％上乗せする商品です（毎月の掛込

金額 28,000 円以上 100,000 円以内）。平成 23 年 3 月末時点の契約残高の 0.01％相当（最高 100 万円）

を当金庫が拠出し、「よこはま協働の森基金」※3に寄付します。 

［ 販売期間 平成 22 年 6 月 1日～平成 22 年 9 月 30 日］  

 

 

◆地域の方々と一緒に『エコ活。』 

『エコキャップ運動』全店舗（60 店舗）に回収 BOX を設置 

平成 20 年 9 月から「エコキャップ運動」※4 を一部店舗で開始しました。地域の方々にご協力いた

だき、平成22年 4月までに累計936,160個を回収し NPO法人エコキャップ推進協会に寄贈しました。

これは、7,372Kg の CO2 削減、および 1,170 人分のワクチン寄贈につながっています。平成 22 年 6

月からは全店舗ロビー（60 店舗）に回収ＢＯＸを設置し、キャップの回収を呼びかけます。 

 

 

横浜信用金庫では、平成２０年１１月に環境方針を制定しました。今後も環境金融商品･サービス

のご提供や温室効果ガス排出削減の取組みを通じて、地域環境の保全に一層貢献してまいります。 

 

 



別 紙 

 

環境金融商品『横濱 ECO チャレンジ 2010』の発売について 

 

地球温暖化等の環境問題がクローズアップされる中、昨年に引き続き、環境保全活動を支援するこ

とを目的とする定期積金「横濱ＥＣＯチャレンジ２０１０」を発売します。 

当金庫は、本商品契約高合計の０．０１％相当（最高額１００万円）を拠出し「よこはま協働の森

基金」※3に寄付することにより、横浜市の都市緑化事業の推進に協力いたします。 

商品概要は下記のとおりです。 

 

記 

 

【商品概要】 

１．募集金額    １００億円 

２．発売期間    平成２２年６月１日（火）～平成２２年９月３０日（木） 

３．ご契約期間   ３年（掛込回数３６回） 

４．お掛込金額  毎月２８，０００円以上１００，０００円以下 

 （千円単位でご指定いただけます。） 

５．適用金利    ご契約時の定期積金の期間３年もの店頭表示金利に＋０．０８％上乗せします。 

６．対   象    個人・法人のお客様 

７．寄   付    平成２３年３月３１日時点の本商品契約高合計の０．０１％相当額（最高額

１００万円）を当金庫が拠出し、「よこはま協働の森基金」に寄付します。 

 

 

 

≪前回の寄付実績≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 

 

 

 

 

 平成２１年５月１５日より平成２１年９月３

０日まで募集した《よこしん》定期積金「横

濱ＥＣＯチャレンジ２００９」の契約高合計

に応じて、７５０，２６９円を当金庫が拠出

し、平成２２年５月１７日に「よこはま緑の

街づくり基金」に寄付しました。 



【参 考】 

 

※１「Yokohama エコ活。」 

横浜市脱温暖化行動方針「CO-DO30」（2025 年までに温室効果ガス排出量を 30％削減）を推進する

ため、“自分の日常に少しだけエコを意識した行動をプラスしよう”と呼びかける横浜市の環境キャ

ンペーンです。 

 

※2 「エコ活。宣言」カードイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※3 「よこはま協働の森基金」 

身近な小規模樹林地を市民と行政との協働により保全するために横浜市が創設した基金です。市民

の発意により結成した団体が集めた資金と、「基金」からの拠出金とをあわせて樹林地を取得します。 

 

※4 「エコキャップ運動」 

収集したペットボトルキャップをリサイクル業者に売却し、その売却益で購入したワクチンを途上

国の子どもたちへ届ける運動です。キャップのリサイクルにより CO2 削減にもつながります。 

 

 

たしかな明日のお手伝い 

神奈川・東京に６０店舗 

アイドリングストップを 

実践します！ 


